
ああ見よ鳥海七千餘尺

虚空に聳ゆる巨人の姿

黙示に学びてわれらの健児

六百並んで高きに向ふ

山形県立酒田中学校・酒田第一高等学校・酒田高等学校・酒田東高等学校　東京亀城会会報
★題字・高橋大乗(21回卒)／題字の色はスクールカラー

第34号
発行

平成２６年５月２０日
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明るしや　清けしや
我らの園　我らの門
あしたに夕べに集ふ

手を引き助けて円かに睦みて
愛あり仁ある人とならん

平成26年度 東京亀城会 総会・懇親会
◎日　　時　6月28日（土） 13時より

◎会　　場　大手町サンケイプラザ（3Fホール）

◎担当年次　39回、49回、59回卒業

東京亀城会ホームページ：http://www.kijokai.net

［上空から見た酒田東高校舎と、鳥海ふすま（1964年39回卒業アルバムより）］
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一
、
総
会
・
懇
親
会

平
成
二
五
年
六
月
二
九
日
（
土
）

大
手
町
「
サ
ン
ケ
イ
プ
ラ
ザ
」

担
当
年
次：
三
八
・
四
八
・
五
八
・
六
八
回

卒
業

二
、
母
校
支
援
委
員
会

〇
総
会
に
出
席
の
新
卒
者
に
活
動
内
容
の
説
明

〇
第
四
回
ぜ
ん
ご
塾
（
駒
込
学
生
会
館
）

平
成
二
五
年
一
〇
月
一
九
日
（
土
）

講
師
・
梅
津
功
（
58
回
）「
レ
ー
ダ
ー
事
業

に
携
わ
っ
て
」、
梅
屋
智
紀
（
63
回
）「
社

会
人
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
の
作
り
方
」

三
、
母
校
一
〇
〇
周
年
基
金
募
金

四
、
亀
城
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
出
席

平
成
二
五
年
一
一
月
二
三
日
（
土
）

ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
＆
ガ
ー
デ
ン
酒
田

五
、
他
校
同
窓
会
等
出
席

有
　
会
、
酒
田
光
陵
高
校
同
窓
会
、
酒
田

中
央
高
校
東
京
支
部
同
窓
会
、
鶴
翔
同
窓

会
、
如
松
同
窓
会
、
黎
明
同
窓
会
東
京
支

部
、
み
や
ま
ち
ど
り
会
、
ふ
れ
あ
い
酒
田

六
、（
拡
大
）
理
事
会
、
会
務
執
行
理
事
会
等

○
（
拡
大
）
理
事
会

平
成
二
五
年
四
月
一
三
日
、一
二
月
七
日

○
執
行
理
事
会

六
月
八
日
、
七
月
一
三
日
、

一
〇
月
一
九
日
、平
成
二
六
年
三
月
一
日
、

三
月
二
九
日

事業報告・25年度決算・26年度予算案

平
成
二
五
年
度

平
成
二
六
年
四
月
一
九
日
の
東

京
亀
城
会
（
拡
大
）
理
事
会
で
新

役
員
案
が
審
議
さ
れ
、
次
の
役
員

案
を
六
月
の
総
会
に
諮
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

○
顧
　
問
　

上
林

茂

相
川
俊
明
（
新
任
）

○
相
談
役

藤
井
重
信
、
越
後
谷
悦
郎
、

阿
部
　
一
、
五
十
嵐
昌
士
、

本
間
英
生
、
鳥
海
俊
材
、

阿
部
尚
記
、
野
口
和
雄

○
会
　
長

元
木
　
徹
（
42
回
新
任
）

○
副
会
長

伊
藤
正
治
郎
（
35
回
）

本
宮
正
幸
（
36
回
）

澁
谷
英
夫
（
43
回
）

橋
常
昭
（
46
回
新
任
）

阿
部
浩
美
（
54
回
）

○
監
　
事

広
瀬
　
武
（
31
回
）

池
田
明
幸
（
52
回
）

○
事
務
局
長

石
山
尚
徳
（
49
回
）

新
役
員
候
補

平
成
二
五
年
度
決
算
、

平
成
二
六
年
度
予
算
案

１ 前　年　度　繰　越　金
２ 年　　　　　会　　　　　費
３ 総　　　会　　　会　　　費
４ 各　種　会　合　会　費
５ 寄　　　　　　　　　　　付
６ 雑　　　　　収　　　　　入
７ 会　報　広　告　掲　載　料
収　　　入　　　小　　　計
合　　　　　　　　　　　計

１ 会　　　　　議　　　　　費
２ 総　　　　　会　　　　　費
３ 各　　種　　会　　合　　費
４ 母 校 支 援 委 員 会 活 動 費
５ 通　　　　　信　　　　　費
６ 印　　　　　刷　　　　　費
７ 事　　　　　務　　　　　費
８ 旅　　費　　交　　通　　費
９ 振　　　　　込　　　　　料
10 渉　　　　　外　　　　　費
11 予　　　　　備　　　　　費
支　　　出　　　小　　　計
次　年　度　繰　越　金
合　　　　　　　　　　　計

収
　
入
　
の
　
部

支
　
出
　
の
　
部

平成26年度予算
金　額

平成25年度決算
金　額

平成25年度予算
金　額
1,429,179 1,429,179 1,310,554
1,000,000 868,000 900,000
1,000,000 938,000 1,000,000
105,000 100,500 105,000
210,000 288,435 240,000
32,000 31,324 31,300
310,000 285,000 285,000

2,657,000 2,511,259 2,561,300
4,086,179 3,940,438 3,871,854

16,000 15,945 16,000
1,218,300 1,192,155 1,257,920
90,000 70,708 90,000
100,000 21,400 100,000
405,772 405,311 419,710
498,954 491,295 505,500
225,000 215,311 225,000
5,000 0 5,000
42,330 38,940 42,280
193,500 178,500 183,900
50,000 0 50,000

2,844,856 2,629,884 2,895,310
1,241,323 1,310,554 976,544
4,086,179 3,940,438 3,871,854
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会長・同窓会長ご挨拶・母校報告

頑
張
る
酒
東
生

メ
イ
ク
・
リ
ジ
ェ
ン
ド

東京亀城会会長

相川　俊明
（33回）

亀城同窓会会長

山岸　文章
（41回）

酒田東高校長

梨　博実

東
京
亀
城
会
総
会
に
向
け
て

東
京
亀
城
会
の
皆
様
に
は
、
い
つ
も
亀
城

同
窓
会
へ
の
ご
協
力
と
、
母
校
支
援
活
動
と

し
て
、
上
京
し
た
学
生
に
対
し
て
特
段
の
ご

配
慮
を
賜
り
厚
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

母
校
は
新
た
た
高
梨
校
長
先
生
を
お
迎
え

し
、「
酒
東
丸
」
が
出
航
し
ま
し
た
。
校
長

を
先
頭
に
教
職
員
一
丸
と
な
り
、
各
々
の
目

的
地
へ
の
寄
港
を
見
守
り
た
い
も
の
で
す
。

後
輩
諸
君
は
学
習
・
部
活
動
・
学
校
行
事

に
目
を
輝
か
せ
て
頑
張
っ
て
お
り
、
頼
も
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
二
月
に
は
柔
道
大
会
と

ダ
ン
ス
発
表
会
が
行
わ
れ
、
柔
道
大
会
で
は

女
子
か
ら
声
援
を
受
け
必
死
に
対
戦
す
る
姿

が
何
事
に
も
頑
張
る
酒
東
生
そ
の
も
の
で
嬉

し
く
思
い
ま
し
た
。
県
内
で
柔
道
大
会
を
実

施
し
て
い
る
の
は
本
校
だ
け
で
、
い
つ
ま
で
も

継
続
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

最
後
に
東
京
亀
城
会
の
益
々
の
発
展
と
会

員
各
位
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
創
立
百
周
年

記
念
事
業
へ
の
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
春
、
山
形
県
立
博
物
館
長
を
経
て
、

酒
田
東
高
等
学
校
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
酒
田
勤
務
は
初
め
て
で
、
分
か
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
東
京
亀
城
会
の

皆
様
に
は
、
本
校
の
教
育
活
動
並
び
に
東
京

在
住
の
本
校
卒
業
生
に
対
し
絶
大
な
ご
支
援

を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

赴
任
し
て
ま
だ
数
日
で
す
が
、
校
内
が
き

れ
い
、
生
徒
の
挨
拶
が
明
る
く
爽
や
か
、
教

師
集
団
が
若
々
し
く
情
熱
と
行
動
力
に
溢
れ

て
い
る
な
ど
…
。
既
に
、
酒
田
の
街
と
酒
田

東
高
校
が
、
大
好
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
の
進
学
指
導
の
経
験
（
教
育
行
政
、
山

形
東
、
山
形
西
、
鶴
岡
南
、
鶴
岡
北
、
新
庄

南
）
の
全
て
を
注
げ
る
学
校
だ
と
嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
酒
田
東
高
校
の
進
学
指
導
に

お
け
る
今
年
度
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
メ
イ
ク

リ
ジ
ェ
ン
ド
（
酒
田
東
の
偉
大
な
歴
史
に
、

新
た
な
る
伝
説
を
つ
く
る
）
で
す
。

今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
、
東
京
亀
城
会
に
対
す
る
日

頃
の
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
さ
て
、
早
い
も
の
で
、
会
長
に
な
っ
て

六
年
目
の
総
会
を
迎
え
ま
す
。
母
校
と
は
不

思
議
な
も
の
で
、
歳
と
と
も
に
、
ま
た
身
近

な
存
在
に
な
っ
て
き
ま
す
。
卒
業
生
の
親
睦

の
場
と
し
て
脈
々
と
引
継
が
れ
て
き
た
こ
の

絆
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。
校
歌
を
歌
っ
て
青
春
を
共

有
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
来
年
は
東
京
亀
城
会
創
立
か
ら
五

〇
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
す
の
で
、
新

た
な
決
意
を
込
め
て
五
〇
周
年
記
念
を
兼
ね

た
総
会
の
開
催
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
現
在

行
っ
て
い
る
母
校
支
援
活
動
と
共
に
、
会
員

の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
健
勝

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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同期・昨日 今日

恒
例
の
東
京
二
八
会
は
、
三
月
末
日
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
三
〇
数
名
の
参
加
を
得
て

開
催
。
残
念
な
が
ら
、
原
稿
応
募
締
め
切
り

後
の
開
催
の
た
め
、
今
回
は
、
陰
に
陽
に
東

京
二
八
会
を
支
え
て
い
る
「
竹
馬
の
会
」
の
こ

と
を
記
し
て
み
た
い
。

当
会
は
元
来
、
酒
田
の
日
和
山
界
隈
で
子

供
の
頃
か
ら
の
遊
び
仲
間
が
結
成
し
た
も

の
。
そ
の
後
平
成
一
五
年
の
酒
東
卒
業
五
〇

周
年
記
念
総
会
の
折
、
枠
を
広
げ
、
有
志
で

飛
島
観
光
に
訪
れ
た
。
飛
島
で
は
ま
さ
に
抱

腹
絶
倒
の
楽
し
い
二
日
間
で
、
こ
の
時
の
感

激
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
そ
の
後
、
散
策
会
と
し

て
再
編
成
し
、
数
繁
く
開
催
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

現
会
員
は
酒
田
東
高
校
を
中
心
に
鶴
岡
工

業
高
校
卒
を
含
め
一
四
名
。
折
に
触
れ
、
利

尻
・
礼
文
島
、
木
曾
路
な
ど
へ
の
旅
に
も
出

掛
け
て
お
り
、
上
京
す
る
知
人
、
友
人
の
案

内
に
は
い
つ
で

も
対
応
で
き
る

ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄

積
し
て
い
る
。

会
の
趣
旨
は
、

歩
く
こ
と
に
よ

る
健
康
の
維
持

増
進
。
名
所
旧

跡
を
尋
ね
、
歴

史
を
学
ぶ
こ
と
。

さ
ら
に
は
会
員

同
士
の
意
思
疎

通
を
図
る
こ
と

に
あ
り
、
八
〇
回

に
及
ぶ
定
例
散

五
月
一
八
日
（
土
）
や
や
少
な
目
の
五
五

名
で
、
定
宿
と
な
っ
た
N
H
K
青
山
荘
に
て

総
会
を
開
催
。
恒
例
の
酒
田
か
ら
の
土
産
は

「
木
村
屋
銘
菓
古
鏡
」。
酒
田
三
名
、
盛
岡
・

郡
山
、
鈴
鹿
各
一
名
の
常
連
さ
ん
の
参
加
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
料
理
は
早
々
に
消
化
さ
れ
、

酒
類
・
デ
ザ
ー
ト
も
完
食
し
、
残
っ
た
時
間

は
歓
談
に
華
が
咲
き
ま
し
た
。

「
歩
こ
う
会
」
八
月
の
鶴
巻
温
泉
も
ス
ッ

カ
リ
定
番
に
な
り
、
囲
碁
や
手
芸
を
楽
し
ん

だ
り
、
時
事
放
談
も
盛
で
す
。
今
年
は
六
月

に
一
〇
〇
回
記
念
を
迎
え
、
只
今
特
別
イ
ベ

ン
ト
を
模
索
し
て
お
り
ま
す
。「

コ
ー
ラ
ス
ふ
く

の
か
い
」
本
間
充

君
の
指
導
の
も
と
、

東
京
亀
城
会
懇
親

会
で
の
発
表
が
決

ま
り
只
今
猛
練
習

中
。同

窓
会
へ
の
応

援
も
忘
れ
ず
元
気

で
七
八
歳
を
謳
歌

し
て
い
る
東
京
ふ

く
の
会
で
す
。

28回

陰
で
支
え
る
竹
馬
の
会

佐
藤
　
祟

29回

益
益
元
気
な

東
京
ふ
く
の
会

冨
樫
弘
喜

卒
業
し
て
五
九
年
に
な
る
。
今
年
も
、
横

浜
み
な
と
み
ら
い
に
聳
え
る
白
亜
の
殿
堂
、

ホ
テ
ル
・
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
に
酒
東
三
一
会
は

集
ま
っ
た
。
丁
度
数
え
年
の
「
喜
寿
」
を
迎

え
る
お
祝
い
を
兼
ね
て
の
集
い
に
な
っ
た
。

広
い
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
を
行
き
来
す
る
多

く
の
若
い
人
達
、
そ
の
間
を
縫
っ
て
駈
け
寄

る
会
員
を
迎
え
る
時
、
私
は
無
性
に
懐
か
し

さ
と
「
来
て
く
れ
た
な
あ
」
と
い
う
童
心
の

喜
び
を
感
ず
る
。

喜
寿
と
い
う
節
目
で
あ
り
、
残
さ
れ
た
人

生
に
向
け
て
の
「
夢
」
を
、
い
や
大
き
い
夢

で
は
荷
が
重
い
、「
小
さ
い
夢
」
を
語
ろ
う
、

例
え
小
さ
く
て
も
そ
れ
を
抱
け
ば
「
前
」
を

向
い
て
進
む
事
が
出
来
る
の
だ
か
ら
―
と
思

っ
た
が
、
地
上
三
二
階
か
ら
望
む
横
浜
港
、

更
に
広
が
る
太
平
洋
に
視
線
を
伸
ば
し
な
が

ら
語
る
夢
は
未
だ
に
大
き
く
、
我
々
の
住
む

こ
の
国
、
そ
れ
を
包
む
世
界
に
心
を
馳
せ
た

話
で
大
い
に
弾
ん
だ
。
ま
だ
ま
だ
「
意
気
軒

昂
」
そ
の
も
の
だ
と
安
心
し
た
。

桜
が
芽
吹
く
三

月
、「
仰
げ
ば
尊
し
」

「
蛍
の
光
」
の
メ
ロ

デ
ィ
を
耳
に
す
る
。

こ
の
年
に
な
っ
て

も
、
と
て
も
懐
か

し
く
感
じ
、
決
し

て
廃
れ
る
事
の
な

い
「
名
曲
」
を
歌

っ
て
卒
業
す
る
事

が
で
き
た
自
分
達

を
心
か
ら
幸
せ
と

思
う
。

31回

喜
寿
ま
だ
ま
だ

「
意
気
軒
昂
」

眞
田
守
之

策
行
事
以
外
で
も
、
誰
か
ら
と
も
な
く
声
が

掛
か
り
、
一
献
傾
け
合
う
機
会
も
多
い
。
こ

の
た
め
、
会
員
同
士
の
意
思
疎
通
は
極
め
て

良
く
、
最
近
で
は
、
側
面
的
に
東
京
二
八
会

の
維
持
・
存
続
に
も
大
き
な
貢
献
を
果
た
し

て
い
る
。
今
後
と
も
竹
馬
の
会
は
、
一
〇
〇

回
目
に
向
け
て
歩
み
続
け
る
の
で
あ
る
。



今
年
も
新
年
の
第
三
土
曜
日
に
相
馬
且
さ

ん
の
お
店
銀
座
「
お
ば
こ
」
に
三
〇
名
が
集

っ
た
。
最
初
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
さ
く
ら
俊
太
郎

で
「
司
馬
遼
太
郎
の
置
き
手
紙
」
な
ど
の
著

作
の
あ
る
桜
井
俊
彦
さ
ん
へ
黙
祷
を
捧
げ

た
。
合
掌
。

新
年
会
は
多
く
の
趣
向
あ
り
で
、
銀
行
マ

ン
だ
っ
た
本
間
国
義
さ
ん
の
「
易
経
」
を
友

に
し
た
人
生
訓
の
講
演
、
中
川
弘
さ
ん
の

「
フ
ー
テ
ン
の
寅
さ
ん
」
の
「
売
」
口
上
の

穴
埋
め
ク
イ
ズ
、
坂
野
繁
さ
ん
の
詩
吟
「
春

望
」、
富
樫
健
三
さ
ん
の
民
謡
「
最
上
川
船

唄
」、
着
物
姿
の
似
合
う
伊
藤
正
治
郎
さ
ん

の
端
唄
を
楽
し
み
な
が
ら
庄
内
料
理
と
お
酒

を
味
わ
っ
た
。

最
後
は
小
原

宜
武
さ
ん
の
リ

ー
ド
で
校
歌
と

応
援
歌
を
斉
唱
。

あ
の
熱
き
思
い

を
胸
に
仲
間
と

楽
し
い
時
間
を

過
ご
せ
る
こ
と

は
、
元
気
の
源

の
一
つ
と
言
え

る
だ
ろ
う
。「
七

〇
、
八
〇
は
花

盛
り
」
と
珊
瑚

の
会
が
永
遠
に

続
く
こ
と
を
祈

っ
て
や
ま
な
い
。

昨
年
の
「
旅
行
」
は
、「
小
江
戸
・
大
江

戸
の
旅
」
で
、
一
〇
月
二
八
〜
三
〇
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
初
日
は
小
江
戸
。
埼
玉
県
は

川
越
の
蔵
の
街
や
時
の
鐘
な
ど
昔
懐
か
し
い

香
り
を
楽
し
み
、
江
戸
時
代
の
寺
院
、
喜
多

院
を
訪
ね
、
歴
史
の
重
み
を
体
感
し
ま
し
た
。

翌
日
は
大
江
戸
。
ま
ず
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
原
宿
、
巣
鴨
に
。
そ
こ
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

の
発
祥
の
地
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、
浜
離
宮
、
新
装
と
な
っ
た

東
京
駅
と
そ
の
周
辺
を
訪
ね
、
東
京
の
今
昔

を
実
感
し
た
旅
で
し
た
。

二
回
の
宴
会
も
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な

い
、
互
い
の
人
生
に
触
れ
る
時
で
し
た
。

参
加
者
は

延
べ
三
〇
人

余
。
し
か
し

近
況
を
寄
せ

た
の
は
そ
の

三
倍
で
、
元

気
な
近
況
を

寄
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

今
年
は
八

月
の
酒
田
の

花
火
を
楽
し

む
旅
、
今
か

ら
待
ち
遠
し

い
こ
と
で

す
。
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同期・昨日 今日

35回
「
珊
瑚
の
会
」
新
年
会

加
藤
康
夫

34回

互
い
の
安
否
を
確
か
め
て

藤
井
　
斉

一
一
月
一
一
日
一
昨
年
と
同
じ
会
場
の

「
新
宿
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
」
四
七
階
眺
望

豊
か
な
「
あ
お
ぞ
ら
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

直
前
の
急
な
欠
席
も
あ
り
、
例
年
よ
り
か

な
り
少
な
い
三
四
名
の
参
加
で
し
た
。

今
回
は
外
部
に
ア
ト
ラ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
お

願
い
せ
ず
自
前
で
と
、
希
望
者
の
「
人
生

訓
」、「
思
い
出
話
」
に
耳
を
傾
け
、
ま
た
練

習
の
成
果
の
「
ダ
ン
ス
」
に
見
入
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
何
人
か
の
自
慢
の
喉
が
カ
ラ
オ

ケ
で
披
露
さ
れ
て
盛
り
上
が
り
、
時
間
の
経

つ
の
も
忘
れ

て
い
る
う
ち

予
定
の
時

刻
。
校
歌
、

応
援
歌
を
歌

い
母
校
を
懐

か
し
み
、
高

校
生
活
の
思

い
出
に
浸

り
、
次
回
ま

た
健
康
な
姿

で
の
再
会
を

誓
い
、
散
会

し
ま
し
た
。

33回

東
京
燦
々
会
開
催小

林
一
夫
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同期・昨日 今日

酒
東
三
九
会
の
同
期
生
二
九
七
名
の
う
ち
、
平
成

二
六
年
四
月
一
日
現
在
の
現
員
数
は
二
五
八
名
（
消

息
不
明
が
一
五
名
）
で
、
三
九
名
が
黄
泉
の
客
。

さ
て
、
遂
に
と
い
う
か
漸
く
と
い
う
か
、
昭
和
三

六
年
酒
東
入
学
の
我
々
も
卒
業
五
〇
周
年
を
迎
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。
太
平
洋
戦
争
終
戦
の
直
前
直
後
に

生
を
受
け
た
我
々
が
古
希
に
届
く
に
至
っ
た
と
は
！

同
期
会
の
開
催
順
で
は
今
年
は
東
京
会
場
な
の
だ

が
、
大
き
な
節
目
の
年
で
も
あ
り
、
全
体
で
集
ま
れ

る
の
は
今
回
が
最
後
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
故
郷
酒
田
で
卒
業
五
〇
周
年
記
念
会
を
行

う
こ
と
に
し
た
。
予
定
は
次
の
と
お
り
。

期
日：

平
成
二
六
年

一
〇
月
一
八
日
（
土
）

会
場：
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ

＆
ガ
ー
デ
ン

会
費：

六
五
〇
〇
円

記
念
会
当
日
は
、

同
期
生
で
結
成
す
る

お
や
じ
バ
ン
ド
の
進

化
形
「
ブ
リ
ザ
ー
ド
」

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

演
奏
も
楽
し
み
だ
が
、

基
本
的
に
は
で
き
る

だ
け
シ
ン
プ
ル
な
形

に
し
て
、
再
会
・
語

ら
い
を
大
い
に
楽
し

む
会
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

我
ら
四
二
回
生
に
は
、
定
期
の
飲
み
会
が

年
二
回
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
故
郷
酒
田
で
の

同
期
会
。
毎
年
八
月
一
一
日
に
行
わ
れ
る
。

あ
と
ひ
と
つ
は
東
京
（
池
袋
）
で
の
同
期
会
。

毎
年
三
月
の
最
終
土
曜
日
に
行
わ
れ
る
。
全

員
六
五
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
青

春
。
若
さ
い
っ
ぱ
い
、
時
間
も
い
っ
ぱ
い
。

個
々
の
絆
が
強
く
、
活
動
も
活
発
で
す
。

山
の
会
（
毎
年
夏
の
鳥
海
山
）、
ハ
イ
キ

ン
グ
の
会
（
高
尾
山
等
…
）、
ゴ
ル
フ
の
会

（
酒
田
、
関
東
で
コ
ン
ペ
）、
ラ
ン
チ
の
会

（
あ
っ
ち
こ
っ
ち
）、
飲
み
会
（
横
浜
、
山
形

で
）
等
々
、
い
つ
も
ど
こ
か
で
談
笑
の
輪
が

で
き
て
い
る
。
三
月
二
九
日
の
東
京
同
期
会

に
は
、
室
蘭
、
山
形
、
酒
田
か
ら
も
参
加
が

あ
り
、
総
勢
二
九
名
集
い
ま
し
た
。
大
い
に

飲
み
食
べ
、
話
が
弾
み
ま
し
た
。
話
題
は
子

供
・
孫
、
年
金
等
々
。
な
か
で
も
、
頭
の
増

毛
に
成
功
し
て

る
話
に
は
、
多

少
の
疑
問
を
感

じ
つ
つ
も
、
髪

の
毛
を
ひ
っ
ぱ

っ
た
り
、
皆
大

笑
い
で
し
た
。

毎
年
同
じ
よ
う

で
は
あ
る
が
、

今
回
も
何
か
が

違
う
同
期
会
で

し
た
。

39回

酒
東
卒
業
五
〇
周
年

渡
部
瓔
一

42回

い
つ
も
ど
こ
か
で

談
笑
の
輪

菅
原
幸
夫

首
都
圏
会
員
の
佐
藤
隆
志
さ
ん
が
胸
腺
ガ

ン
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
二
〇
一
二
年
に
は

脳
腫
瘍
が
完
治
し
、
ご
夫
婦
で
山
・
海
外
旅

行
な
ど
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
た
。
ご
冥
福

を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

秋
山
郷
に
集
ま
っ
て
か
ら
三
年
に
な
り
ま

す
。
今
年
は
「
草
津
温
泉
の
集
い
」
を
企
画

し
ま
し
た
。
会
報
が
届
く
頃
、「
ホ
テ
ル
お

お
る
り
」
で
の
懇
親
会
、
白
根
山
の
散
策
な

ど
、
楽
し
い
親
睦
の
時
を
過
ご
し
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
二
月
に
小
出
和
子
さ
ん
の
「
山
の

絵
展
」
が
あ
り
ま
し
た
。
新
橋
で
恒
例
の
遅

め
の
新
年
会
。
出
席
者
は
ご
本
人
と
相
馬
さ

ん
斎
藤
俊
さ
ん
佐
藤
隆
雄
さ
ん
、
名
古
屋
か

ら
齋
藤
薫
さ
ん
も
参
加
。
そ
し
て
本
宮
で
す
。

写
真
は

そ
の
時

の
様
子

で
す
。

酒
田

の
定
例

会
は
八

月
一
五

日
に
開

催
予
定
。

ご
期
待

く
だ
さ

い
！

36回

佐
藤
隆
志
さ
ん

さ
よ
う
な
ら

本
宮
正
幸



7 ＜第34号＞

同期・昨日 今日

今
年
の
「
い
な
ほ
会
」
は
二
月
一
日
新
宿

西
口
「
稲
田
屋
」
で
、
参
加
者
一
一
名
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
鶴
南
「
東
京
鶴
翔
会
」
事
務
局

長
斉
藤
清
志
君
の
飛
び
入
り
参
加
も
あ
り
、

少
人
数
な
が
ら
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

席
上
話
題
と
な
っ
た
の
が
、
酒
東
時
代
の

斉
藤
重
蔵
先
生(

尊
称
「
ら
っ
き
ょ
う
」)

の

英
語
授
業
に
つ
い
て
で
し
た
。
教
科
書
各
章

末
の
設
問
を
読
ま
せ
る
の
が
先
生
の
や
り
か

た
で
し
た
が
、
い
つ
も
指
摘
さ
れ
る
の
が

「
Q
U
E
S
T
I
O
N
」
の
発
音
、「
ク
ウ
ェ
ッ

シ
ョ
ン
」
と
発
音
す
る
と
決
ま
っ
て
「
ク
ウ
ェ

ス
チ
ャ
ン
」
と
直
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場

で
の
や
り
直
し
練
習
で
も
、
満
足
が
い
か
な

い
と
「
チ
ャ
ン
と
や
れ
」(

「
ク
ウ
ェ
ス
チ
ャ
ン
」

と
掛
け
て)

、と
い
つ
も
叱
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

英
語
が
苦
手
で
あ
っ
た
私
も
そ
の
う
ち
の
一

人
で
し
た
が
、
大
学
卒
業
後
、
事
も
あ
ろ
う

に
外
資
系
企
業

に
三
五
年
間
勤

務
す
る
こ
と

に
。
そ
の
間
、

同
僚
の
外
国
人

と
の
会
話
で
こ

の
言
葉
を
口
に

す
る
た
び
、
斉

藤
重
蔵
先
生
が

頭
の
片
隅
で

「
チ
ャ
ン
と
や

れ
」
と
呟
い
て

い
る
の
で
す
。

44回
「
Q
U
E
S
T
I
O
N
」

の
発
音

池
田
義
寛

平
成
二
五
年
一
〇
月
五
日
（
土
）、
東
京

住
友
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
第
二
回
酒
田
東
四

五
卒
東
京
同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
酒
田
、
仙
台
か
ら
中
村
四
五
卒
同
期
会

会
長
を
始
め
五
名
の
方
が
、
ま
た
、
六
名
の

初
参
加
の
方
や
先
の
総
選
挙
で
初
当
選
さ
れ

た
阿
部
寿
一
衆
議
院
議
員
（
五
三
卒
）
を
ス

ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
総
勢
三
四
名
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

中
村
会
長
、
阿
部
代
議
士
の
挨
拶
、
乾
杯
、

懇
談
と
進
み
、
ア
ル
コ
ー
ル
で
舌
も
滑
ら
か

に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
一
言
ス
ピ
ー
チ
を
お

願
い
し
ま
し
た
。「
○
○
さ
ん
、
昔
ラ
ブ
レ

タ
ー
出
し
た
け

ど
、
覚
え
て
ま

す
か
」
と
の
爆

弾
発
言
も
飛
び

出
す
な
ど
、
あ

っ
と
い
う
間
の

二
時
間
半
で
し

た
。会

え
ば
、
一

気
に
酒
東
時
代

に
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
で
す
。
今

年
も
一
〇
月
に

同
期
会
を
開
催

し
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ

い
。

45回

第
二
回
酒
東
四
五
卒

東
京
同
期
会

伊
藤
重
夫

還
暦
を
過
ぎ
、一
応
、
会
社
勤
め
の
人
の
多

く
は
定
年
退
職
し
ま
し
た
。
新
た
な
職
探
し

を
す
る
人
も
あ
れ
ば
、
敢
え
て
無
職
の
悠
悠

自
適
生
活
を
選
ん
だ
人
も
あ
り
、
こ
の
機
会

に
か
ど
う
か
、
新
た
な
人
生
を
ス
タ
ー
ト
し

た
方
も
い
ま
す
。
で
も
一
般
社
会
か
ら
、
卒

業
を
言
い
渡
さ
れ
た
よ
う
な
心
境
で
す
。
今

ま
で
、
高
校
や
大
学
の
時
は
卒
業
が
次
の
新

た
な
自
分
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
時
で
あ

り
、
何
か
ウ
キ
ウ
キ
す
る
感
覚
が
あ
り
ま
し

た
。
小
さ
な
と
き
、
定
年
退
職
す
る
大
人
を

見
て
、
日
向
ぼ
っ
こ
生
活
に
入
る
お
じ
い
さ

ん
、
と
い
う
よ
う
な
目
で
見
て
い
た
よ
う
な

思
い
が
あ
り
ま
す
。
今
、
周
り
の
同
級
生
を

見
る
と
、
み
ん
な
外
見
上
も
話
す
内
容
も
ま

だ
ま
だ
現
役
ま
っ
た
だ
中
で
す
。
実
際
の
年

齢
と
社
会
の
シ
ス
テ
ム
の
ズ
レ
が
は
っ
き
り

と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。
昨
日
ま
で
の
生
活

の
延
長
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
歳
で
あ

る
こ
と
が
実
感
さ
せ
ら
れ
る
こ
の
頃
で
す
。

46回

六
一
歳
を
迎
え
て丸

藤
　
晋

東
京
梧
葉
会
は
一
月
の
第
三
土
曜
日
が
定

例
に
な
っ
て
い
ま
す
。
始
め
た
当
初
の
平
成

一
二
年
に
は
三
〇
名
の
集
ま
り
で
し
た
が
、

こ
こ
数
年
は
一
〇
数
名
の
集
ま
り
で
少
し
寂

し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。
六
年
に
一
度
回
っ

て
来
る
幹
事
。
今
回
は
二
度
目
の
幹
事
で
し

54回

遠
方
か
ら
の参

加
に
感
謝

野
村
桂
子



昨
年
一
一
月

六
日
、
両
国

に
あ
る
老
舗

ラ
イ
ヴ
ハ
ウ

ス
で
、
全
国

の
ホ
ワ
イ
ト

ス
ネ
ー
ク
の

カ
バ
ー
バ
ン

ド
が
一
堂
に

会
し
て
競
演

を
繰
り
広
げ

る
四
年
に
一
度
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、東

北
地
区
代
表
と
し
て
『W

hat ,s
Snake?

』
が
出

演
し
ま
し
た
。
彼
ら
の
持
ち
時
間
は
六
〇
分
で
、

全
国
の
錚
々
た
る
ベ
テ
ラ
ン
バ
ン
ド
の
中
で
初

披
露
の
曲
を
含
め
一
〇
曲
を
熱
演
し
ま
し
た
。

筆
者
は
彼
ら
の
後
援
会
長
で
、
自
身
も
湘
南
と

西
多
摩
の
両
方
で
音
楽
活
動
を
や
っ
て
い
る
関

係
で
、
両
地
区
よ
り
プ
ロ
・
ア
マ
二
〇
名
以
上

の
音
楽
仲
間
が
応
援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
が
、

大
声
援
に
応
え
て
、
堂
々
と
最
高
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
観
客
を
魅
了
し
て
く
れ
ま
し
た
。
出

演
し
た
バ
ン
ド
の
中
で
ダ
ン
ト
ツ
の
素
晴
ら
し
い

演
奏
だ
っ
た
と
、『W

hat ,s
Snake?

』の
名
前
は

全
国
に
轟
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
音
楽
活
動

は
み
ん
な
あ
く
ま
で
仕
事
の
か
た
わ
ら
で
は
あ

り
ま
す
が
、
一
生
取
り
組
め
る
趣
味
と
し
て
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
楽
し
ん
で
行
き
た
い
と
話
し

て
い
ま
す
。
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同期・昨日 今日

五
七
回
生
に
は
音
楽
活
動
を
や
っ
て
い
る
同
期

が
多
く
、
音
楽
仲
間
同
士
の
交
流
も
非
常
に
盛

ん
で
す
。
そ
の
中
で
も
、
凄
腕
と
し
て
有
名
な
の

が
黒
島
武
志
君
率
い
る『W

hat ,s
Snake?

』。

黒
島
君
が
ヴ
ォ
ー
カ
ル
で
、
ギ
タ
ー
二
名
、
ベ
ー

ス
、
ド
ラ
ム
の
五
人
編
成
で
、
彼
ら
が
リ
ス
ペ

ク
ト
し
て
い
る
ホ
ワ
イ
ト
ス
ネ
ー
ク
の
楽
曲
カ

バ
ー
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
い
る
バ
ン
ド
で
す
。

無
二
の
会
は
、
毎
年
三
月
第
一
土
曜
日
が

同
期
会
の
定
例
日
で
す
。
今
年
の
幹
事
は
三

組
の
佳
奈
子
さ
ん
と
葉
子
さ
ん
。
以
下
は
、

57回
『W

hat ,s
Snake?

』

黒
島
武
志
東
京
公
演
！

吉
田
　
聡

62回

丸
ビ
ル
で
イ
タ
リ
ア
ン

芋
煮
会

宮
本
健
一

昨
年
の
『
ぜ
ん
ご
塾
』
で
は
、
同
期
の
梅

屋
智
紀
く
ん
が
講
師
と
し
て
、
学
生
達
に
経

験
豊
か
な
貴
重
な
お
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た

（
写
真
）。
そ
し
て
、
一
昨
年
の
講
師
を
務
め

て
く
れ
た
斎
藤
淳
く
ん
は
、
四
月
か
ら
T
B

S
ラ
ジ
オ
に
毎
週
水
曜
出
演
し
て
い
ま
す
。

「
荻
上
チ
キ
　
S
e
s
s
i
o
n
22
」
と
い

う
番
組
で
、
テ
ー
マ
は
英
語
習
得
法
。
さ
ら

に
『
世
界
の
非
ネ
イ
テ
ィ
ブ
エ
リ
ー
ト
が
や

っ
て
い
る
英
語
勉
強
法
』
と
い
う
本
も
出
版

し
、
ア
マ
ゾ
ン
で
高
評
価
が
出
て
い
ま
す
。

常
に
酒
田
〜
東
京
、
時
々
海
外
と
飛
び
回
っ

て
い
る
の
に
、
今
年
中
に
あ
と
二
冊
は
出
し

た
い
と
い
う
活
躍
っ
ぷ
り
で
す
。

ま
た
、
寒
河
井
恒
く
ん
が
荘
内
銀
行
東
京

63回

タ
レ
ン
ト
豊
富
な
六
三
回

森
田
美
佳

絶唱する黒島武志君

幹
事
さ
ん
の
報
告
か
ら
抜
粋
で
す
。

「
当
初
一
九
名
の
予
定
で
し
た
が
、
お
仕
事

や
急
用
な
ど
に
よ
り
一
六
名
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
馴
染
み
の
あ
る
素
材
を
使
っ
た

洒
落
た
感
じ
の
イ
タ
リ
ア
ン
に
、
さ
く
ら
ん
ぼ

や
紅
花
、
蕎
麦
な
ど
を
使
っ
た
お
酒
、
ト
リ

は
内
陸
風
の
牛
肉
に
醤
油
味
の
正
統
派
（
た

ぶ
ん
）
芋
煮
と
、
ど
れ
も
お
い
し
か
っ
た
で

す
よ
。
従
業
員
の
方
は
山
形
採
用
だ
そ
う
で
、

名
札
に
出
身
地
が
併
記
さ
れ
て
い
る
の
で
親

近
感
も
わ
き
ま
く
り
で
し
た
。
酒
田
出
身
の

お
嬢
さ
ん
が
若
く
可
愛
ら
し
か
っ
た
の
で
、
武

田
く
ん
の
目
が
心
な
し
か
キ
ラ
ー
ン
☆
と
し
て

い
た
よ
う
な
？

気
持
ち
は
わ
か
り
ま
す
。」

詳
細
は
、

http://sakato62.w
eb.fc2.com

/

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

た
。
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
く
れ
る
か
、
み
ん

な
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
の
か
、
い
つ
も
ど

き
ど
き
で
す
。
今
年
も
心
配
に
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
い
わ
き
、
新
潟
、
そ
し
て
酒
田
か

ら
と
関
東
圏
外
の
方
三
名
か
ら
参
加
の
連
絡

が
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

宴
会
は
ガ
ラ
ス
張
り
の
個
室
で
の
ネ
パ
ー

ル
料
理
、
エ
キ

ゾ
チ
ッ
ク
な
雰

囲
気
の
中
で
皆

様
の
驚
き
の
連

続
の
お
話
を
聞

き
な
が
ら
楽
し

く
過
ご
し
ま
し

た
。
酒
東
卒
の

み
な
さ
ん
は
話

題
が
豊
富
で
面

白
い
！

今
年
は
酒
田

で
も
同
期
会
が

予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
夏
も
楽

し
も
う
ね
。
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昨
年
一
一
月
二
日
に
、
渋
谷
の
ラ
イ
ブ
ハ

ウ
ス
O
│
n
e
s
t
に
て
山
形
や
庄
内
の
魅
力

を
P
R
す
る
祭
典
「
も
っ
け
だ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
i
n
渋
谷
〜
大
音
楽
芋
煮
会
〜
」
を
開

催
し
た
。
元
々
私
が
故
郷
に
対
す
る
「
も
っ

け
だ
」
と
い
う
思
い
を
形
に
し
、
地
元
を
盛

り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
二
〇
〇
八
年
〜
一

〇
年
ま
で
酒
田
や
渋
谷
で
主
催
し
て
い
た
庄

内
地
域
お
こ
し
フ
ェ
ス
を
三
年
ぶ
り
に
復
活

し
て
の
開
催
。
当
日
は
、
酒
東
同
級
生
で

「
目
黒
ビ
ス
ト
ロ
さ
ん
ま
」
店
長
兼
料
理
長

の
高
橋
大
介
君
が
完
徹
で
作
っ
た
入
魂
の
庄

内
味
＆
内
陸
味
の
芋
煮
、
つ
や
姫
の
お
に
ぎ

り
に
舌
鼓
を
う
ち
な
が
ら
、
山
形
に
縁
の
あ

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ラ
イ
ブ
、
山
形
を
語
る

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
酒
田
ロ
ケ
で
撮
影
し
て
酒

田
出
身
の
歌
手
・
白
崎
映
美
さ
ん
に
友
情
出

年
明
け
の
一
月
一
五
日
に
、
新
宿
に
て
、

新
年
会
と
同
期
会
を
兼
ね
た
第
六
五
期
酒
東

卒
業
生
の
集
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
都
内
近

郊
に
住
む
有
志
の
集
ま
り
だ
っ
た
の
で
す

が
、
週
の
真
ん
中
水
曜
日
に
も
関
わ
ら
ず
、

一
三
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
相
変
わ
ら
ず
の

結
束
力
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

姿
形
が
昔
と
全
く
変
わ
ら
な
い
方
か
ら
孫

が
い
て
も
お
か
し
く
な
い
程
変
貌
さ
れ
た

方
、
新
婚
の
方
か
ら
そ
ち
ら
も
卒
業
さ
れ
た

方
（
笑
）
…
ま
で
、
酒
東
を
巣
立
っ
て
か
ら

二
四
年
の
月
日
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ

れ
の
人
生
を
走
り
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
中

身
は
皆
あ
の
頃
の
ま
ま
で
し
た
。

今
回
残
念
な
が
ら
参
加
出
来
な
か
っ
た

方
々
も
い
ま
す
の
で
、
次
回
は
、
忘
年
会
の

時
期
に
で
も
ま
た
集
ま
ろ
う
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
参
加
さ
れ
る
方
を
増
や
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
も

な
く
卒
業
二
五

周
年
。
そ
の
際

は
酒
田
で
大
き

く
同
期
会
を
行

お
う
と
い
う
話

も
あ
り
ま
す
。

同
期
の
方
の
ご

連
絡
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
の

で
、
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

65回

盛
り
上
が
っ
た
新
年
会

山
科
範
泰

74回

東
京
で
庄
内
フ
ェ
ス
＆

寒
鱈
祭
り
開
催

阿
部
彩
人

演
い
た
だ
い
た
庄
内
弁
ド
ラ
マ
「
ん
め
ち

ゃ
！
」
の
上
映
を
実
施
。
酒
東
O
B
・
O
G

含
め
約
一
〇
〇
名
が
参
加
し
盛
況
に
終
了
。

来
て
く
っ
だ
皆
様
、
も
っ
け
だ
け
の
。

ま
た
、
今
年
一
月
二
五
日
に
は
、
前
述
の

高
橋
大
介
君
が
「
ビ
ス
ト
ロ
さ
ん
ま
」
に
て

寒
鱈
祭
り
を
主
催
。
こ
ち
ら
は
参
加
者
の
大

半
を
各
年
代
の
酒
東
O
B
・
O
G
が
占
め
、

さ
な
が
ら
同
窓
会
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
、
ま

ん
ず
有
意
義
な
会
だ
け
。

こ
げ
だ
、
庄
内
の
魅
力
を
首
都
圏
で
再
確

認
し
た
り
、
も
っ
と
広
め
で
い
ぐ
活
動
ど
ご
、

今
後
も
続
げ
で
い
ぎ
っ
で
ち
ゃ
。
他
の
地
域

さ
は
同
じ
意
味
の
言
葉
が
な
い
、
唯
一
無
二

の
「
も
っ
け
だ
」
と
い
う
美
し
い
感
謝
の
言

葉
を
ゆ
ぐ
ゆ
ぐ
は
世
界
共
通
語
に
し
て
い
ぐ

た
め
に
、
引
き
続
き
P
R
し
て
い
ぎ
っ
で
ど

思
う
。
東
京
亀
城
会
に
参
加
し
た
と
き
に

少
々
残
念
な
の
が
、
標
準
語
で
し
ゃ
べ
っ
て

い
る
人
が
結
構
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
。
せ
っ

か
ぐ
庄
内
出
身
の
人
達
が
集
ま
る
機
会
だ
ん

さ
げ
っ
て
、
も
っ
と
庄
内
弁
で
し
ゃ
べ
っ
て

み
で
も
い
あ
ん
ね
が
の
〜
。

も
っ
け
だ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
次
回
の
開

催
は
ま
だ
未
定
で
す
が
、
W
e
b
サ
イ
ト
は

「
も
っ
け
だ
フ
ェ
ス
」
で
検
索
し
て
ア
ク
セ

ス
で
き
ま
す
。
庄
内
弁
ド
ラ
マ
「
ん
め
ち
ゃ
！
」

は
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト

フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
「
第
三
回
観

光
映
像
大
賞
」
に
応

募
し
て
お
り
、
動
画

も
Y
o
u
T
u
b
e
に

て
公
開
中
。「
庄
内

弁
ド
ラ
マ
」
で
検
索

し
て
ど
う
ぞ
ご
笑
覧

く
だ
さ
い
の
。

せ
ば
、
ま
ず
。

同期・昨日 今日

支
店
の
支
店
長
に
な
っ
て
い
た
り
、
女
性
陣

も
各
方
面
で
そ
れ
ぞ
れ
に
活
躍
し
て
い
た
り
、

噂
を
聞
く
だ
け

で
、
な
ん
て
多
種

多
彩
な
同
期
な
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。新

情
報
収
集
と

来
年
の
亀
城
会
幹

事
年
の
た
め
に

も
、
ま
た
関
東
組

で
集
ま
り
ま
し
ょ

う
。
ネ
タ
満
載
の

大
爆
笑
の
同
期

会
、
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
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50周年記念事業

来
年
、
東
京
亀
城
会
は
発
足
五
〇
周
年
を

迎
え
る
。
記
念
事
業
の
た
め
実
行
委
員
が
立

ち
上
が
っ
た
。
五
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
員

の
一
人
で
あ
る
執
行
理
事
の
白
畑
優
さ
ん

（
60
回
卒
）
に
抱
負
を
う
か
が
っ
た
。

○
記
念
事
業
は
ど
ん
な
も
の
に
？

―
東
京
亀
城
会
は
、
郷
里
酒
田
か
ら
上
京

し
新
し
い
生
活
基
盤
を
築
き
活
動
し
て
い
る

酒
田
東
高
卒
業
生
が
、
互
い
を
称
え
合
い
親

睦
し
合
う
同
窓
会
。
こ
の
五
〇
周
年
を
機
に
、

先
輩
た
ち
の
築
い
た
東
京
亀
城
会
を
よ
り
発

展
さ
せ
、
新
し
い
観
点
で
活
性
化
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
社
会
的
な
経
験
や
篤
志

を
披
露
し
、
後
輩
の
自
発
的
な
発
展
努
力
精

神
力
醸
成
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
旧
交
を
温
め
、

癒
し
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
後
輩
応
援
の

会
と
し
て
幅
広
い
世
代
が
交
流
で
き
る
会
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
そ
う
考
え
た
の
は
？

―
私
自
身
は
早
稲
田
大
学
を
卒
業
後
平
成

二
年
に
銀
行
に
入
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら

四
〇
代
半
ば
ま
で
仕
事
と
家
族
中
心
の
生
活

で
、
数
年
前
初
め
て
酒
田
で
の
酒
東
の
同
窓

会
に
幹
事
年
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
卒
業

以
来
の
再
会
で
し
た
が
、
同
じ
学
び
舎
で
共

に
過
ご
し
た
仲
間
は
す
ぐ
に
当
時
の
よ
う
に

馴
染
み
、
垣
根
や
肩
書
き
な
ど
関
係
な
く
語

り
合
う
こ
と
が
で
き
、
あ
あ
同
窓
会
っ
て
い

い
な
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。

そ
の
際
、
同
窓
会
の
パ
ー
テ
ィ
の
前
に
、

我
々
幹
事
年
の
O
B
・
O
G
が
母
校
一
年
生

に
「
キ
ャ
リ
ア
研
修
」
と
い
う
形
で
そ
れ
ぞ

れ
の
仕
事
内
容
や
職
業
観
を
語
る
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
生
徒
た
ち
は
目

を
輝
か
せ
て
話
を
聞
い
て
く
れ
、
後
日
送
っ

て
頂
い
た
感
想
ア
ン
ケ
ー
ト
も
語
っ
た
甲
斐

の
あ
る
も
の
で
し
た
。
こ
れ
は
高
校
生
だ
け

で
は
な
く
、
大
学
生
、
新
社
会
人
を
含
め
た

後
輩
た
ち
に
も
、
同
窓
の
先
輩
た
ち
が
成
功

談
や
失
敗
談
を
披
露
す
る
こ
と
で
貢
献
す
べ

き
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
。

○
こ
れ
ま
で
の
懇
親
会
と
違
う
の
は
？

―
五
〇
周
年
と
い
う
こ
と
で
、
打
ち
上
げ

花
火
の
よ
う
に
芸
や
出
し
物
を
特
別
な
も
の

に
し
よ
う
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
若
い
世
代
に

も
た
く
さ
ん
集
っ
て
も
ら
い
、
新
た
な
東
京

亀
城
会
の
一
ペ
ー
ジ
を
開
き
た
い
。
こ
れ
は
、

潜
在
的
に
は
多
く
の
先
輩
世
代
も
思
っ
て
い

る
は
ず
で
す
。
馴
染
み
あ
る
同
期
と
の
交
流

を
中
心
と
し
な
が
ら
、
若
手
が
先
輩
に
話
を

聞
け
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
世
代
間
交
流
会
で

あ
り
、
異
業
種
交
流
会
で
も
あ
る
懇
親
会
。

「
郷
土
や
母
校
で
得
た
こ
と
で
今
あ
る
自
分

が
、
恩
返
し
を
し
よ
う
」
と
の
思
い
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
経
験
を
語
る
心
温
ま
る
会
に
し
た

い
と
企
画
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
内
容
に
関
し
て
は
こ
れ
か
ら
で

す
が
、
当
日
配
布
の
参
加
者
名
簿
に
職
歴

（
元
○
○
等
）
と
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
参
加
表

明
の
際
に
も
ら
っ
て
お
く
）
を
記
載
す
る
な

ど
、
話
し
て
み
た
い
先
輩
の
と
こ
ろ
に
行
き

や
す
く
し
た
ら
ど
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

幅
広
く
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
企
業
経

営
の
方
に
特
別
助
賛
金
、
一
般
の
方
に
任
意

の
一
般
助
賛
金
を
お
願
い
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
折
に
は
皆
様
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

東
京
亀
城
会
五
〇
周
年
記
念
事
業
に
向
け
て

郷
土
や
母
校
に
恩
返
し
を

白畑優さん（60回卒）

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
瀬
尾

亜
希
子
）

白
畑
　
優
さ
ん
に
聞
く
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先生元気だが・母校百周年支援

淳
建
築
設
計
事
務
所

〒
二
二
〇
・
〇
〇
四
二

神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
戸
部
町
六
―
二
一
六

ア
ポ
ロ
ビ
ル
三
〇
一

電
話
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
五
―
三
二
三
―
三
〇
一
〇

斉

藤

　

淳

（
五
一
年
卒
）

代

表

一
級
建
築
士

津
田
富
亘
先
生
元
気
だ
が

傘
寿
にな
り
ま
し
た

津
田
富
亘
（
29
回
）

い
ま
だ
に
授
業
の
夢

退
職
後
、
森
林
浴
で
は
な

く
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
、

若
者
浴
を
浴
び
て
き
ま
し

た
。
短
大
、
東
北
公
益
文
科

大
、
私
立
高
校
、
市
立
高
校
、

そ
し
て
一
番
長
か
っ
た
の

は
、
酒
田
看
護
師
専
門
学
校

の
一
四
年
間
。

教
師
稼
業
の
残
像
が
あ

り
、
悪
夢
を
見
ま
す
。

会
報
の
編
集

県
の
進
学
校
活
性
化
案
が

な
く
な
り
、
母
校
の
研
修
事

業
を
続
け
た
く
亀
城
同
窓
会

報
を
発
行
。第
一
号
か
ら
三
号

ま
で
編
集
長
。
卒
業
生
の
活

躍
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を

担
当
し
、
ま
た
、
現
在
ま
で
当

時
の
大
蔵
省
に
キ
ャ
リ
ア
で

入
省
し
た
佐
藤
大
さ
ん(

66

回)

を
第
一
号
に
、
昨
年
発
行

(
18
号)

の
、
市
立
八
幡
病
院

長
の
土
井
和
博
さ
ん(

50
回)

ま
で
二
三
名
を
紹
介
。基
幹
校

の
役
割
を
し
て
い
ま
し
た
。

卓
球
部
を
支
援

酒
田
市
長
・
本
間
正
巳
さ

ん(

42
回)

、
酒
田
卓
球
協
会

長
・
宇
野
直
之
さ
ん(

40
回)

O
B
会
後
援
会
長
・
開
業
医

の
桜
井
健
さ
ん(

47
回)

な
ど

と
一
緒
に
、
慶
応
大
卓
球
部

キ
ャ
プ
テ
ン
を
し
た
現
在
の

顧
問
・
佐
々
木
剛
さ
ん(

68

回)

を
O
B
・
O
G
の
方
々

と
応
援
し
て
い
ま
す
。
部
員

た
ち
も
文
武
両
道
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

＊ 母校創立百周年支援積立金特別会計

注）平成22年度における前年度繰越金233,700円は、平成20、21年度に募った母校への緞帳寄付のための資金の残金

還
暦
を
迎
え
た
47
回
生
へ
の
挨
拶

平成23年度実績 平成24年度実績 平成25年度実績
金　額 金　額 金　額

収入

前年度繰越金 829,700 1,454,570 1,805,581
寄付金収入 622,000 348,000 492,000
利息 2,870 3,011 2,134

支出 0 0 0
差引 次年度繰越金 1,454,570 1,805,581 2,299,715

ス
ガ
ワ
ラ
管
理
サ
ー
ビ
ス
有
限
会
社

建
物
の
清
掃
・
設
備
の
管
理

〒
一
七
四
・
〇
〇
五
六

板
橋
区
志
村
一
―
三
〇
―
一
九

田
園
キ
ャ
ッ
ス
ル
志
村
三
〇
九

電
話
〇
三
（
三
五
五
八
）
七
五
四
六

菅

原

幸

夫

（
四
二
回
卒
）

代
表
取
締
役

元
木
徹
法
律
事
務
所〒

一
〇
四
・
〇
〇
六
一

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
―
一
八
―
六

井
門
銀
座
一
丁
目
ビ
ル
五
階

電
　
話
〇
三
（
三
五
六
四
）
二
九
四
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
三
五
三
五
）
三
五
四
三

元

木

　

徹

（
昭
和
四
二
年
卒
業
）

弁
護
士

遠
藤
登
記
測
量
総
合
事
務
所

〒
一
九
〇
・
〇
〇
二
二

立
川
市
錦
町
二
丁
目
二
番
五
―
三
〇
一
号

電
　
話
　
〇
四
二
―
五
二
九
―
二
九
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
―
五
二
九
―
二
八
四
四

遠

藤

　

功

（
昭
和
四
四
年
卒
業
）

所
　
長

橋
企
画
・
編
集
事
務
所

〒
一
九
二
・
〇
三
六
四

八
王
子
市
南
大
沢
五
―
九
―
六
―
四
〇
六

電
　
話
　
〇
四
二
―
六
七
五
―
八
〇
九
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
―
六
七
五
―
八
一
九
五

橋

常

昭

（
四
六
回
卒
）

代
　
表
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今
年
の
東
京
支
部
総
会
は
六
月
一
日
に
江

東
区
門
前
仲
町
の
店
で
開
催
し
、
出
席
者
は

後
援
会
本
部
か
ら
小
山
会
長
、
土
井
顧
問
ほ

か
三
名
の
役
員
と
東
京
支
部
か
ら
は
会
員
一

四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
最
近
の
柔
道
部
の

活
動
状
況
、
会
員
各
自
の
近
況
を
報
告
し
総

会
、
懇
親
会
は
賑

や
か
に
進
行
し
ま

し
た
。
ま
た
出
席

者
は
中
高
年
の
方

が
多
く
当
時
の
練

習
や
厳
し
か
っ
た

合
宿
等
に
話
が
弾

み
ま
し
た
。
初
め

て
参
加
し
た
会
員

は
緊
張
し
て
い
た

が
、
学
年
の
近
い

仲
間
が
お
り
す
ぐ

に
場
に
溶
け
込
み

ま
し
た
。

◆
酒
東
柔
道
部
後
援
会

東
京
支
部
総
会
開
催

会
長
　
今
田
竹
彦
（
34
回
）

東京亀城会・ぜんご塾

昨
年
一
〇
月
一
九
日
、「
ぜ
ん
ご
塾
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。「
ぜ
ん
ご
塾
」
と
は
、
東
京

亀
城
会
が
二
〇
一
一
年
か
ら
始
め
た
大
学
生
を

対
象
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
す
。

講
師
は
五
八
回
卒
の
梅
津
功
さ
ん
、
六
三
回

卒
の
梅
屋
智
紀
さ
ん
の
お
二
人
。

最
初
に
講
演
い
た
だ
い
た
梅
屋
さ
ん
は
「
社

会
人
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
の
作
り
方
」
の
タ
イ

ト
ル
で
、
最
初
に
勤
め
た
企
業
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
、
ご
自
身
の
コ
ア
で
あ
る
「
法
務
」
を

切
り
口
に
ど
の
よ
う
な
観
点
で
キ
ャ
リ
ア
を
構

築
し
て
き
た
か
を
中
心
に
講
演
。一
方
、梅
津
さ

ん
は
「
レ
ー
ダ
ー
事
業
に
携
わ
っ
て
」
と
題
し
、

入
社
以
来
現
在
に
至
る
ま
で
お
勤
め
に
な
ら
れ

て
い
る
企
業
で
得
ら
れ
た
「
コ
ア
」(

信
念
な

ど
も
含)

を
中
心
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
参
加
し
た
学
生
二
人
は
い
ず
れ
も
大
学

三
年
で
、
民
間
・
公
務
な
ど
キ
ャ
リ
ア
選
択
の
決

断
を
ど
う
考
え
る
べ

き
か
な
ど
の
質
問
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

年
々
参
加
者
は
減

少
し
て
い
ま
す
が
、

講
演
内
容
は
上
が
っ

て
い
て
、
昨
年
同
様

演
ず
る
方
も
聴
く
方

も
満
足
の
塾
と
な
り

ま
し
た
。（

河
島
三
二
）

学
生
の
就
職
支
援
　

第
四
回
「
ぜ
ん
ご
塾
」

昨
年
一
〇
月
に
は
、
私
が
就
職
活
動
開
始
直

前
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
酒
東
O
B
の
お
二
人

か
ら
キ
ャ
リ
ア
選
択
で
重
視
す
べ
き
こ
と
を
お

聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
実
り
あ
る
も
の

に
な
り
ま
し
た
。
特
に
私
は
公
務
員
か
民
間
就

職
か
で
迷
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
お
二
人
と
も

公
共
性
の
高
い
お
仕
事
を
ご
経
験
さ
れ
て
い
た

た
め
、
両
者
の
比
較
と
い
う
観
点
か
ら
質
問
も

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
選
択
す
る
上
で
の
ヒ
ン
ト

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
参
加
学
生
同

士
で
お
互
い
の
考
え
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す

る
時
間
が
設
け
ら
れ
る
と
よ
り
有
意
義
に
な
る

の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。

ぜ
ん
ご
塾
に
参
加
し
て

東
京
大
学
四
年
　
金
子
聖
仁
（
86
回
）

昨
年
の
東
京
亀
城
会
懇
親
会
に
参
加
し
て

一
カ
月
が
経
っ
た
頃
、
同
級
生
・
第
四
七
回
卒

の
先
輩
方
と
肩
を
並
べ
た
写
真
が
入
っ
た
一
通

の
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
て
、
亀
城
会
で
最
も
印
象
的
だ
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
先
輩
方

が
高
校
時
代
の
思
い
出
話
を
し
て
い
る
時
の
表

情
で
す
。
当
時
の
先
生
の
こ
と
や
勉
強
、
部
活

の
こ
と
な
ど
話
を
進
め
る
な
か
で
段
々
と
思
い

出
し
、
最
後
に
は
み
ん
な
で
共
有
で
き
る
思
い

出
に
な
っ
た
と
き
の
幸
せ
そ
う
な
笑
顔
は
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
私
は
こ
の
様
子
を
見
て
と
て
も

羨
ま
し
く
、
同
級
生
と
そ
ん
な
風
に
語
り
合
い

二
五
年
度
東
京
亀
城
会
に
参
加
し
て

明
治
大
学
文
学
部
二
年
　
佐
藤
絢
子
（
88
回
）

た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
も
、

こ
れ
か
ら
な
か
な
か
会
う
機
会
が
な
く
て
も
、

今
の
友
情
を
大
切
に
一
生
の
も
の
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

私
は
一
息
つ
い
て
か
ら
、
写
真
を
見
る
た
び

に
き
っ
と
そ
ん
な
将
来
を
夢
見
て
今
の
自
分
の

背
中
を
押
し
て
く
れ
る
と
願
い
、
引
き
出
し
に

し
ま
い
ま
し
た
。
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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亀城人往来・ぜんご塾

三
月
に
帰
省
し
た
際
、
公
益
大
で
「
地
域

の
こ
と
は
、
地
域
で
解
決
し
よ
う
！
第
一
回

地
（
知
）
の
拠
点

円
卓
会
議
」
と
い

う
地
域
活
性
化
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し

た
。
F
a
c
e
b

o
o
k
で
招
待
さ

れ
て
会
場
に
着
く

と
、
多
く
の
参
加

者
が
見
ら
れ
た

（
後
で
聞
く
と
、

一
三
〇
人
以
上
の

申
込
が
あ
っ
た
と

の
こ
と
）。
そ
の

時
の
主
催
者
の
方

の
こ
と
ば
が
印
象

的
だ
っ
た
。「
集

◆
地
域
の
魅
力
と
は
？

―
若
者
が
地
元
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
つ
い
て
―

伊
原
貴
義
（
86
回
）

酒
東
同
期
「
東
京
三
九
会
」
の
メ
ン
バ
ー

一
三
名
が
、
昨
年
一
一
月
三
日
に
僕
が
出
演

中
の
下
北
沢
「
劇
」
小
劇
場
『
ま
く
べ
っ
と
』

舞
台
公
演
の
観
劇
会
を
催
し
て
く
れ
た
。
客

席
最
前
列
に
陣
取
っ
て
僕
の
庄
内
弁
の
セ
リ

フ
に
敏
感
に
反
応
し
な
が
ら
熱
心
に
鑑
賞
し
、

カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
で
は
盛
大
な
拍
手
で
会
場

を
盛
り
上
げ
僕
を
激
励
し
て
く
れ
ま
し
た
。

終
演
後
、
皆
の
心
が
こ
も
っ
た
洒
落
た
豪
華

な
花
束
を
い
た
だ
き
、
劇
場
近
く
で
台
湾
料

理
を
食
べ
な
が
ら
舞
台
の
感
想
や
そ
れ
ぞ
れ

の
近
況
、
過
去
の
舞
台
の
思
い
出
な
ど
を
語

り
合
っ
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
も
ら

◆
同
期
の
『
ま
く
べ
っ
と
』
観
劇
会

俳
優
　
佐
藤
　
輝
（
39
回
）

し
か
し
酒
田
本
部
で
も
柔
道
部
員
が
少
な

い
事
を
大
変
心
配
し
て
お
り
、
復
活
に
は
時

間
が
掛
か
り
そ
う
で
す
。
支
部
後
援
会
で
も

若
い
会
員
の
参
加
者
が
少
な
く
、
青
春
時
代

に
酒
東
で
柔
道
を
学
ん
だ
こ
と
を
共
通
の
話

題
と
し
て
多
く
の
会
員
が
参
加
で
き
る
よ
う

な
会
に
す
る
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
総
会

終
了
後
富
岡
八
幡
宮
に
お
参
り
に
行
き
酒
東

柔
道
部
後
援
会
並
び
に
東
京
亀
城
会
の
益
々

の
発
展
を
祈
願
致
し
ま
し
た
。

客
し
な
く
て
も
み
ん
な
来
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
ね
」

ま
さ
に
こ
の
こ
と
ば
が
今
、
こ
れ
か
ら
の

庄
内
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
会
場

は
「
庄
内
を
良
く
し
た
い
」
と
い
う
想
い
で

溢
れ
て
い
た
。「
庄
内
に
は
魅
力
的
な
人
が
た

く
さ
ん
い
る
」。
今
回
、
改
め
て
そ
う
感
じ
た
。

私
は
東
京
か
ら
山
形
を
盛
り
あ
げ
る
団
体

「
ヤ
マ
ガ
タ
未
来
ラ
ボ
」
に
所
属
し
て
い
る
。

そ
の
勉
強
会
で
先
日
、「
地
元
に
帰
ろ
う
と
思

わ
な
い
の
は
、
地
元
の
魅
力
的
な
人
を
知
ら

な
い
か
ら
」
と
い
う
意
見
が
出
た
。
こ
の
点
、

前
述
の
事
実
を
も
っ
と
若
い
世
代
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
。
魅
力
的
な
「
人
」
こ
そ
が
地

域
資
源
で
あ
り
、
若
者
の
U
I
タ
ー
ン
や
地

元
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

い
ま
し
た
。
俳
優
を
目
指
し
た
の
も
同
期
の

皆
と
過
ご
し
た
酒
東
時
代
。
卒
業
か
ら
ち
ょ

う
ど
五
〇
年
、
原
点
を
思
い
出
し
な
が
ら
座

右
の
銘
に
し
て
い
る
「
毎
日
が
初
日
」
を
改

め
て
心
に
し
っ
か
り
と
書
き
留
め
た
。
後
日
、

そ
の
『
ま
く
べ
っ
と
』
は
小
田
島
雄
志
翻
訳

戯
曲
賞
を
受
賞
し
、
記
念
に
な
る
嬉
し
い
報

告
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

先
輩
も
後
輩
も
含
め
て
多
く
の
酒
東
関
係

者
に
支
え
ら
れ
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
続
け

て
こ
ら
れ
た
俳
優
の
道
。
演
劇
は
作
り
手
と

観
客
が
想
像
力
を
刺
激
し
あ
っ
て
心
の
中
に

イ
メ
ー
ジ
の
世
界
を
創
り
だ
す
こ
と
。
酒
東

三
九
会
メ
ン
バ
ー
は
創
造
的
想
像
力
が
豊
か

に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

三
月
末
放
送
さ
れ
た
N
H
K
の
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
『
新
・
御
宿
か
わ
せ
み
』
で
は
、
沈
み

込
ん
で
い
た
宿
に
久
し
ぶ
り
に
希
望
と
明
る

さ
を
も
た
ら
し
た
常
連
客
の
薬
問
屋
の
主
人

と
し
て
出
演
。

皆
さ
ん
が
期
待
し
て
く
だ
さ
る
限
り
は
現

役
俳
優

で
い
た

い
と
、

ヴ
ォ
イ

ス
ト
レ

ー
ニ
ン

グ
と
体

の
ト
レ

ー
ニ
ン

グ
に
励

ん
で
い

ま
す
。
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相
川
・
田
中
法
律
会
計
事
務
所

弁
護
士

相
　
川
　
俊
　
明

（
昭
和
三
三
年
卒
）

東
京
都
新
宿
区
四
谷
一
―
九

有
明
家
ビ
ル
６
Ｆ

電
　
話
　
〇
三
―
三
三
五
三
―
四
六
三
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
―
三
三
五
三
―
四
三
二
八

〒
一
〇
一
・
〇
〇
五
一

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
二
―
二
〇

ア
イ
エ
ム
ビ
ル
３
Ｆ

電
　
話
　
〇
三
（
三
二
六
一
）
八
〇
四
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
三
二
六
一
）
八
〇
四
三

丸
藤
宏
司
法
書
士
事
務
所

丸
　
藤
　
　
　
宏

（
昭
和
四
〇
年
卒
業
）

松　山

◇松山中が63年の歴史に幕
松山中学校が閉校しました。3月21日に
は同校において、生徒のほかに地域住民
も出席し閉校式が行われました。
同校は昭和26年、内郷村、松嶺町、上

郷村による組合立中学校として開校し、
これまでに7,200人以上の卒業生を送り出
しました。式では同校出身者の衆院議員
の阿部寿一さんとプロ野球楽天の下妻貴
寛さんから閉校を惜しむ電報も披露され
ました。少子化が進む中、よりよい教育
環境の確保のためにはやむをえないもの
の、母校が閉校することには寂しさを感
じます。
4月には飛鳥中と統合し、旧飛鳥中の位
置に「東部中学校」が誕生しました。
今後、東部中の発展を期待する一方、

松山地域では、活気ある地域づくりが大
きな課題となっています。
（松山総合支所地域振興課　石川亮一）

八　幡

◇鳥海山登山、トレッキングをどうぞ
山形日和と題して、6月14日から9月13
日まで山形全県でデスティネーションキ
ャンペーンを実施する。酒田市でもそれ
に参加し、八幡地域でも19カ所の見どこ
ろをそろえお迎えする。鳥海山の麓八幡
の売りは豊かな自然を体験してもらうこ
と。5月18日の鶴間池の新緑トレッキング
に始まり、25日には旅行村周辺のブナト
レッキングがある。期間中の6月29日には
鳥海山湯ノ台口山開きと登山がおこなわ
れ、鳥海山の登山シーズンが始まる。こ
の後、山頂パノラマコース、ご来光・影
鳥海コース、紅葉リラックスコースと10
月までさまざまなコースを用意し健脚か
ら初心者まで対応している。酒田出身で
まだお山に登っていないあなた、トレッ
キングにご参加ください。詳しい日程は
市のホームページからどうぞ。

（八幡総合支所長　佐藤　弥）

平　田

◇ひらた植木まつり
今年で25回目となる「ひらた植木まつ

り」は、毎年6月15日から17日までの3日
間、平田総合支所前のイベント広場を会
場に開催しています。
会場には、もみじや松などの庭木、ブ

ルーベリーやブドウなど果実系の苗木、
ハイビスカスやラベンダーなどの花苗が
あります。ここでご紹介したほかにもた
くさんの種類が販売されています。会場
一面に並べられた庭木や花苗は、きれい
で眺めるだけでも楽しめると思います。
また、山形県の庄内地方庄内町（旧余

目町）で生み出された希少な品種「庄内
金魚」のお店も出店しています。
上記以外にも、地域商工業者の出店や

各種イベント、空くじなしの抽選会など
を行っています。
この時期に酒田にお出での際は、ぜひお
寄りください。

（平田総合支所　建設産業課）

丸
藤
　
晋

（
四
六
回
卒
）

〒
九
九
八
・
〇
八
四
三

山
形
県
酒
田
市
千
石
町
一
―
七
―
二
八

電
　
話

〇
二
三
四
（
二
五
）
八
一
五
四

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
二
三
四
（
二
三
）
二
八
〇
〇

（
有
）
工
房
庄
内

一
級
建
築
士
事
務
所

一
級
建
築
士

専
攻
建
築
士東

京
二
八
会

事
務
局
　
松
戸
市
小
金
原
七
―
十
一
―
二

五
十
嵐
　
昌
士

1
〇
四
七
―
三
四
五
―
四
〇
八
四

昭
和
二
八
年
卒

酒
田
東
・
西
高
校会

長

前

田

　

滋
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ふるさと発

○
発
　
行
　
二
〇
一
四
年
五
月
二
〇
日

○
発
行
者
　
相
川
俊
明

○
編
集
人
　
元
木
　
徹

○
編
　
集
　
瀬
尾
亜
希
子

○
発
行
所
　
東
京
亀
城
会

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
ー
一
八
ー
六

井
門
銀
座
一
丁
目
ビ
ル
五
階

元
木
徹
法
律
事
務
所
内

○
問
合
先
　

3
〇
四
二
・
六
七
五
・
八
〇
九
七

5
〇
四
二
・
六
七
五
・
八
一
九
五

東
京
亀
城
会
会
報
第
三
四
号

遊　佐酒　田

DC（デスティネーションキャンペーン）
をご存知でしょうか。JRが地元自治体等
と協働で実施する大型観光キャンペーン
のことで、今年は6月14日から9月13日ま
で山形県全域で展開します。
本市でも、この機会に全国の皆様に「酒
田」を発信しようとさまざまな趣向を凝
らし、観光誘客に取り組みます。
今回の取り組みでは、市民総参加型の

招待ハガキキャンペーンを実施します。
ハガキ用紙を市内全戸配布し、市民一人
ひとりが県外の友人、知人、親戚にハガ
キを送り酒田に招待する試みです。
東京亀城会の皆様のお手元にハガキが

届いた際には、この機会に是非、お誘い
合わせの上おいでください。

ふるさと酒田も全国の地方都市同様、
人口減少・少子化の課題は深刻です。本
市としても人口の「自然減」対策として
結婚支援施策の充実や、「社会減」対策と
しての市内企業への就業後押し施策など
に積極的に取り組んでいきます。
しかしながらもう一つの柱として、「交
流人口の拡大」も重要です。
酒田の魅力を全国に発信し多くの皆様

に訪れていただくために、DC期間中は市
内観光地を巡る循環タクシーの運行や様々
な企画をご用意し、おもてなしの心でお
待ちしております。
この夏、懐かしいあの人に会いに来ませ
んか。

（酒田市市民部長　本間匡志）

◇今年の夏はDCでおもてなし

東
京
ふ
く
の
会

連
絡
先
　
本
　
間
　
英
　
生

自
　
宅
　
〇
四
八
〇
（
三
三
）
四
〇
三
七

連
絡
先
　
眞
　
田
　
守
　
之

自
　
宅
　
（
〇
四
二
）
七
四
六
―
三
〇
八
九

昭
和
二
九
年
卒

酒
田
東
・
西
高
校

関
東
三
一
会

酒
東
昭
和
三
一
年
卒
業

東
京
亀
城
会
総
会
で
会
い
ま
し
ょ
う
。（
六
月
二
八
日
）

関
東
三
一
会
総
会
に
参
加
し
よ
う
。（
一
一
月
）

有
志
一
同

東
京
燦
燦
会

代
　
表

相
川
俊
明

連
絡
先

阿
部
尚
記

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
三
九
四
八
―
二
三
九
〇

昭
和
三
三
年
卒

酒
田
東
高
校

◇遊佐パーキング・エリア・タウン
日本海沿岸自動車道の建設が急ピッチ

で進んでいます。昨年、酒田みなと－仮
称・遊佐鳥海ＩＣ間も着工。秋田県境区
間「遊佐－象潟道路」の新規事業化も決
まりました。
遊佐町では、仮称・遊佐鳥海ＩＣに休憩

施設（ＰＡ）整備する『遊佐パーキング・
エリア・タウン構想』を一昨年に策定しま
した。コンセプトは、一般道からも地域住
民が自由に出入りできる地域利用型施設
であること、地場産品の直売施設や再生
可能エネルギーの供給基地であること。
さらには、自然災害に備えガソリン給油所、
充電器や緊急車両用の軽油を供給できる
防災基地であり、鳥海山の観光ゲイトウエ
イとしての機能を備えることとしています。
全線開通の暁には、町がただ素通りされ
るだけのゴーストタウンにならないよう、地
元自治体として地域活性化の道スジを立
てることに全力を挙げてまいります。

（遊佐町企画課長　池田与四也）
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平成26年度　総会・懇親会のご案内

東
京
珊
瑚
の
会

有
志
一
同

昭
和
三
五
年
卒

酒
田
東
高
校

酒

東
「
巽

会
」

連
絡
先

闍

橋
常
昭

電
　
話
　
〇
四
二
（
六
七
五
）
八
〇
九
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
（
六
七
五
）
八
一
九
五

昭
和
四
六
年
卒

酒
田
東
高
校

梧

葉

会

連
絡
先

阿
部
浩
美

電
　
話
　
〇
四
八
（
四
六
七
）
二
三
八
二

昭
和
五
四
年
卒

酒
田
東
高
校

酒
田
東
高
等
学
校

昭
和
三
六
年
卒
業

こ
こ
に
あ
り
、
集
ま
ろ
う

毎
年
　
八
月
一
五
日

於
　
ベ
ル
ナ
ー
ル
酒
田

我
ら
が
集
う

山

麓

会

今
年
の
総
会
は
末
尾
が「
九
」の
つ
く
卒
業
年
度
が
当
番
幹
事
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
は
二
九
回
卒
業
の
「
ふ
く
の
会
」
の
コ
ー
ラ
ス
で
す
。

年
齢
を
超
え
た
豊
穣
な
歌
声
を
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
会
場
の
場
所
に
つ
い
て
少
し
。
こ
の
辺
り
は
明
治
維
新

ま
で
「
庄
内
藩
の
上
屋
敷
」
が
あ
り
、
そ
の
南
隣
が
サ
ン
ケ
イ
プ

ラ
ザ
に
な
り
ま
す
。
隣
と
い
う
こ
と
で
、
鶴
岡
と
酒
田
の
距
離
感

も
含
め
、
不
思
議
な
縁
を
感
じ
ま
す
。
形
は
見
え
な
く
と
も
、
か

た
や
江
戸
時
代
か
ら
の
歴
史
が
あ
り
、
ま
た
母
校
も
一
〇
〇
周
年

ま
で
六
年
、
さ
ら
に
東
京
亀
城
会
は
発
足
か
ら
来
年
で
五
〇
周
年

を
迎
え
ま
す
。

東
京
亀
城
会
総
会
に
つ
い
て
、
相
川
会
長
が
書
か
れ
た
文
を
引

用
し
て
ご
案
内
と
い
た
し
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
の
学
び
舎
へ
の
思
い
は
消
え
る
も
の
で
無
く
、
い
つ

の
日
か
母
校
の
集
ま
り
に
行
き
た
い
な
あ
と
思
っ
た
時
に
、
そ
こ

に
『
あ
る
』
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
皆
で
維
持
し
続
け
、

ま
た
、
常
に
そ
の
存
在
を
知
ら
せ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
が
会
報
で
あ
り
、
人
集
め
で
あ
り
、
こ
の
度
の
総
会
の
意
義
で

も
あ
り
ま
す
。」

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
当
番
幹
事
49
回
　
石
山
尚
徳
）

東
京
三
四
会

昭
和
三
四
年
卒

酒
田
東
高
校

有
志
一
同

〒103-0023東京都中央区日本橋本町4-15-4
1（03）3662-1951 FAX（03）3661-9735

http://www.bbe.ne.jp
E-mail:bunei@bbe.ne.jp

美しさで情報を伝えます！
コストダウンでサポート

汎用機・WS・PC・WPのデータを自在
に編集・加工
オンデマンドシステムで対応
情報処理のビジュアル化をフルサポート
最短の時間と最小のコストをお約束

印刷の
事なら

縁
あ
る
場
所
へ
集
い
来
た
れ

平
成
二
六
年
度
総
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内

◎
日
時
　
六
月
二
八
日
（
土
）
一
三
時
よ
り

◎
会
場
　
大
手
町
サ
ン
ケ
イ
プ
ラ
ザ
三
階
ホ
ー
ル

◎
電
話
　
〇
三
―
三
二
七
三
―
二
二
五
八

◎
懇
親
会
費
　
会
員
　
八
、
〇
〇
〇
円
　
学
生
　
二
、
〇
〇
〇
円

◎
酒
類
の
持
ち
込
み
可

◎
イ
ベ
ン
ト
　
「
ふ
く
の
会
」
コ
ー
ラ
ス

■地下鉄　丸の内線・半蔵門線・千代田線・
東西線・都営三田線
大手町駅下車A４・E１出口直結

■Ｊ Ｒ　東京駅丸の内北口より徒歩７分

〒100-0004 東京都千代田区大手町1-7-2
Tel:03-3273-2257～9（直通）


